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平成３０年４月２日、県立学校新規採用者の辞令交付式が、青森県
総合学校教育センターで行われました。新たに採用された皆さんが緊
張しながらも、本県教職員としてスタートした喜びをにじませ、教育
長から辞令を受け取る新鮮な姿が印象的でした。
当センターは、平成１０年４月に教育センターと情報処理教育セン

ターを統合して現在地に設置され、今年で２０周年を迎えることとな
ります。開設当時に採用辞令を受け、初任者研修を受講した先生方も
現在では、ミドルリーダーとして活躍しているころだと思います。今
年、緊張の面持ちで辞令を受けた先生方も、いろいろな経験や苦労を
積み重ねながら成長していくことでしょう。

さて、教育公務員特例法の一部を改正する法律により、平成２９年４月以降、任命権
者は校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定が義務付けられ、本県におい
ては、平成３０年２月１４日に、「校長及び教員の資質の向上に関する指標」が策定さ
れました。この指標策定の趣旨は、教員等が高度専門職としての職責、経験、適性に応
じて身に付けるべき資質を明確化することですが、一方、一人一人の成長の道筋は多様
であることから、校外研修や職場内研修等を通じて資質の向上を図る際の目安であり、
教職生活全体を俯瞰しつつ、自らの職責、経験及び適性に応じて更に高度な段階を目指
すための手がかりとなるものであるとしています。
教員の指標には、「採用時」「形成期」「向上・発展期」「充実期」の４つのキャリ

アステージと、「人間力」「指導力」「マネジメント力」の３つの観点をクロスさせ、
それぞれのステージ及び観点において身に付けるべき資質能力が目安として示されまし
た。決して目新しい内容ではありませんが、これまでの研修体系等の考え方や、今後求
められる教員の資質能力等を踏まえて、現場の先生方にもわかりやすいように整理した
ものと言えるでしょう。ベテランの方には、自分が通ってきた道筋でしょうし、若手の
方にはまさに、これから通るであろう道筋、目安になるものと思います。
当センターでは、経験年数に応じた「基本研修」、職責や職能に応じた「職務研修」、

教員の専門的知識・技能を習得させるための「専門研修」を実施しておりますが、指標
や先生方のニーズ等もふまえながら、多くの先生方に「来てよかった」「研修してよ
かった」と思われるような研修講座とするため、不断の見直しを行っていきたいと思い
ます。
また、「教員は学校で育つ」と言われるように、センター等における校外研修と合わ

せて、日常的な職場内研修が教員の資質向上に重要な役割を果たしています。当セン
ターでは、教員等一人一人の自己研修や校内研修等につながるよう、演習、協議等を重
視した研修内容としておりますが、研修終了後は自身を振り返り、今後どのように実践
に生かせるか考えながら、自己研修や校内研修を継続していただきたいと願っています。

子どもたちの未来を創るために、今後も関係機関と連携しながら学校を支援してまい
りますので、当センターの一層のご活用をお願いします。



新学習指導要領に向けて学びたい先生方のための講座 ～その１～

広報委員会の紹介 ～即時性と適時性をモットーにした情報発信～

３・４年生での外国語活動が始まったが、どのように
指導したらよいのか分からない方、５・６年生に「読むこと」「書くこと」
を指導する際のポイントを知りたい方、理論と実践を学ぶチャンスです！！

６月１２日（火）、１３日（水）開催

目標を実現させるための具体的な
アドバイスを頂きます。

C４８ 小学校外国語・外国語活動研修講座

（講師）文教大学 教授

金森 強 先生

外国語及び外国語活動の指導の在り方

コミュニケーション活動の充実を目
指した指導について講義・演習を通し
て体験的に学びます。また、教科化へ
向けた小学校外国語活動を推進して
いくための授業改善について考えます。

絵本の読み
聞かせ

スモール
トーク

英語の歌

講座の中で扱う内容の例

‹主な業務›
当センターWebページの更新 「センターだより」の発行（年４回）

「青森県総合学校教育センターInformation」の発行 「要覧」の発行 ...etc

「センターだより」を年４回発行
しています。講座・研究活動・
フェスタなどセンターで行われて
いる様々な取組を紹介しています。
最新号、バックナンバーともに、

センターWeb「センター広報誌」か
ら閲覧することができますので是
非ご覧ください。

広報委員会では、県内外の最新の情報やセンターの研修講座や研究成果に関する情報等
を広く県民に周知し、理解啓発を図るためにＷｅｂページを作成し、情報の即時性と適
時性をキーワードに様々な情報を発信しています。

申込締切は
５月１５日（火）です

研修、研究、教育相
談、学校等の支援、
情報化の推進、広報
に関することなど、
センターの業務に関
する内容を掲載した
「要覧」を発行して
います。



まず、センターWebのトップページ
から「学校サポート」のページへ

申込は簡単！センターWebページのこちらから！

校内研修等講師派遣事業の紹介

学校が抱える教育課題の解決に向け、教職員等の資質・能力向上を図るための校内研修に講師
として指導主事を派遣し、校内研修の活性化を図るとともに学校の教育活動を支援する事業です。
多様な課題への対応のためのアウトリーチ型の研修としてご活用ください。

テーマ 学習指導

◆新学習指導要領に即した学習指導の在り方
◆主体的・対話的で深い学びの視点で行う
授業改善
◆これからの学びにつながる授業力
◆学習状況調査問題と結果の活用
◆特別の教科 道徳
◆授業のユニバーサルデザイン化
◆授業におけるＩＣＴ活用

※テーマ例以外の場合、内容によっては、要望に応じられないことがあります。
※複数校の合同研修の場合も校内研修として対応します。代表校がお申し込みください。

県内教員から寄せられる教科指導等の質問に対して的確な情報を提供し、教員をサポートする
事業です。電話・ＦＡＸ、電子メール等によりサポートします。センターWebページ「学校サ
ポート」の「教科指導等サポート事業」の中にある「質問入力フォーム」を御利用ください。

▼特別な配慮が必要な児童生徒への支援
▼インクルーシブ教育システムの基礎知識

◆児童生徒理解のための調査法の活用
（ 「アセス」や「Ｑ -Ｕ」の理解と活用）

◆人間関係づくり（構成的ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｴﾝｶｳﾝﾀｰなど）
◆面接相談の進め方（教育カウンセリングの基本）
◆ストレスマネジメント
◆いじめへの対応
◆不登校への対応
◆保護者への対応
◆情報モラルの指導

テーマ 特別支援教育

テーマ 生徒指導･教育相談

サポート内容

教 科 各教科についての指導方法や資料提供など

教科外 総合的な学習の時間等についての効果的な指導方法他

▼個別の指導計画・個別の教育支援計画の作成
▼障害特性に応じた指導

教科指導等サポート事業の紹介

センターWeb

ページからの
質問が便利
ですよ！


